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2Ja- 6 割り箸木炭の特性評価一除湿、消臭、浄水効果
○牧野かおり　　大村道雄　　（ｲ言州大学）

住　 居

目的】近年、健康、環境の観点から木炭の効能・用途が見直され、環境浄化、室内環境調整、健

康グッズ等様々な利用法が広まっている。特に備長炭に代表される白炭や竹炭が注目され、高値

で売買されている。日本食文化の象徴的な存在として日々大量に使用されている割り箸は燃える

ゴミとして焼却処理されている。割り箸を炭にすれば、ゴミとして焼却に要する熱エネルギーを

木炭のエネルギーに変換し、多様な用途に利用した上、最後は土に戻すことで、完全自然還元の

リサイクルが可能である。割り箸木炭の効能を白炭及び黒炭と比較評価し、その実用性を探り、

安価でエコサイクルにもつながる割り箸木炭造りを広めるための根拠を得ることを目的とする。

方法】割り箸木炭の簡易製造法を確認し、除湿、消臭、浄水効果をコントロール、白炭、黒炭と

比較し、割り箸木炭の特性を評価する。比較評価は木炭の種類にごとに使用量の違いと除湿、消

臭、浄水効果の実験結果から行った。

結果】除湿効果が高いのは白炭、割り箸炭、やや劣って黒炭の順で、白炭と割り箸炭の差は少な

い。使用量を増加させると、効果はいっそう高まり白炭と割り箸炭の差は殆ど見られなくなる。

消臭効果は、50分後の測定値比較によると白炭、割り箸炭は同程度で初期濃度の1/8 、黒炭が

やや劣る程度の1/7 まで低下させた。３者の差は殆どない。浄水効果では、白炭及び割り箸炭が

水道水と河川水に対してpHを中性から弱アルカリに変え、残留塩素を減少させ、洗濯排水に対し

てはアンモニアを減少させた。 CODや電気伝導度に関しては｡、明確な結果は得られなかった。

割り箸炭の諸効果は白炭並みであり、実用性が十分あることが確認された。

2Ja-7
災観 生直後の被災者個々 人に対応した情紘 達ｼｽﾃﾑ の賤

○伊村則子＊　石川孝重＊＊　(＊武蔵野女大短大*  ＊日本女大)

目　的　阪神・淡路大震災では，混乱状況下で身近な通信手段や情報収集手段は機能し

なくなり，とりわけ災害弱者のニーズや被災者個々人の情報ニーズへの対応が困難であっ
た。従来からの避難所を中心とする情報伝達に加えて，何らかのサポート機関・拠点が被
災者個々人に対して必要になる。そこで，平時から有機的につながり個別的に情報をやり

とりしている既存システムとして，郵便局の郵便配達システムに注目し，これを災害時に
応用することを考え，システムの構想とその実現性について検討した。

方　法　郵政省及び被災地の郵政関係の役職者に対するﾋﾔﾘﾝ ｸﾞ調査とともに，報告書等
の文献調査から，大震災時の状況を明らかにし，本提案の有用性と実現性を検証した。

結　果　本震災時の郵政関係の事例を｢ 防災拠点としての郵便局｣｢配達業務からみた状
況(郵便物・救援物資の流れ，職員確保，応援職員制度の導入，業務負担の軽減)｣｢郵便職

員の区域や住民の把握状況｣｢ 配達原簿の状況｣｢平時からの配達員と地域との関わり方｣｢被
災者の情報ﾆｰｽﾞと配達員からの伝達｣｢安否確認としての情報活用｣ により分析し，自然発

生的に配達員と被災者が情報やもののやりとりを行い，さらに既に平時から行われている
施策(配達員が状況に応じて市民一人一人に対応する｢ひまわりｻｰﾋﾞｽ｣｢声かけｻｰﾋﾞｽ｣)もあ

ることがわかった。このようにｴﾝﾄﾞﾆｰｽに 焦点をあてて検証した結果，郵便配達ｼｽﾃﾑを利
用した市民個々人から国全体までを包括した災害時の本情報伝達ｼｽﾃﾑは有用性と実現性が

高く，特に被災者個々に有益であることがわかった。また本提案の実施にあたって，配達
原簿の扱いなど関係機関との調整や制度化など実現のための課題についても明らかにした。
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